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デュアルのシステムインパッケージ・レギュレータ
FPGAやASICを使うシステムやPCボードは、多くの場合部品
やICを高密度に実装しています。この高密度基板（特にDC/
DCレギュレータなどFPGAのサポート回路）は、レイアウトを
シンプルにし、性能を上げ、部品数を減らそうとしているシステ
ム設計者には重荷となります。複数の出力を備えたDC/DC 
μModule®レギュレータ・システムの新しいファミリーは、部品
数とそれらに関連したコストを大幅に減らすように設計され
ています。これらのレギュレータはレイアウトの誤りを防ぎ、レ
ディーメイドのソリューションを提供します。スイッチング・コン
トローラ、パワーMOSFET、インダクタ、補償部品、その他の

サポート部品が全て小型表面実装15mm×15mm×2.82mm 
LGAパッケージに一体化されているので、必要な外部部品は
わずかです。このようにレイアウトが簡単なので、高密度のポ
イントオブロード・レギュレータの実装により、基板スペースと
設計期間を節約することができます。

LTM®4619スイッチングDC/DC μModuleコンバータは、
4.5V～26.5Vの広い単一の入力電圧範囲から2つの4A出力
を安定化します。各出力は1個の抵抗を使って0.8V～5Vに設
定することができます。実際、完全な回路を構築するのにわず
かな外付け部品しか必要としません（図2参照）。

3.3Vと1.2Vの出力を備えたアプリケーションに使われている
LTM4619 μModuleレギュレータを図2に示します。出力電
圧はRSET1とRSET2の値を変えて調整することができます。し
たがって、最終設計はいくつかの抵抗とコンデンサ以外何も
必要としません。出力を柔軟に組み合わせることができ、1つ
の入力と独立した2つの出力や、1つの入力と最大出力電流
を大きくするための並列接続した1つの出力など、異なった組
み合わせが可能です。

L、LT、LTC、LTM、Linear Technology、Linearのロゴ、Burst Modeおよび
μModuleはリニアテクノロジー社の登録商標です。他の全ての商標はそれぞれ
の所有者に所有権があります。

dn474 F02

VIN

VFB1

COMP1

VOUT1

TK/SS1

RUN1

PGOOD

VFB2

COMP2

VOUT2

TK/SS2

RUN2

EXTVCC

FREQ/
PLLFLTR

INTVCCMODE/
PLLIN

LTM4619

SGND PGND

RSET1
121k

RSET2
19.1k

100µF100µF

VOUT2
3.3V/4A

VOUT1
1.2V/4A

0.1µF

10µF
×2

0.1µF

4.5V TO
26.5V

22pF 22pF

図1．LTM4619 LGAパッケージはわずか 
15mm×15mm×2.82mmであり、デュアルの 
DC/DCスイッチング回路、インダクタ、 
MOSFETおよびサポート部品を収めている

図2．4.5V～26.5Vの入力から3.3Vと1.2Vのデュアル出力、出力電流はそれぞれ最大4A
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図3． 3.3Vと1.2V出力の図2の回路の 
異なる入力電圧範囲での効率

図2のシステム設計のいくつかの入力電圧での効率と電
力損失をそれぞれを図3と図4に示します。軽負荷動作の
効率は、モード・ピンを“H”に接続するか、またはフロートさ
せたままにすることにより、パルス・スキップ・モードまたは 
Burst Mode®を選択して改善することができます。

4つ以上の出力のためのマルチフェーズ動作
4フェーズ、4レール出力電圧システムには2個のLTM4619
を使い、それら2個のμModuleデバイスが90度位相が
ずれて同期するようにそれらのMODE_PLLINピンを
LTC®6908-2発振器でドライブします。LTM4619のデータ
シートの図21を参照してください。同期によって電圧リップル
も低下するので、大きな基板スペースを占めるサイズの大き
な高電圧コンデンサの必要性が減ります。このデザインは4
つの異なった電圧レール（5V、3.3V、2.5Vおよび1.8V）を供
給し、全て最大負荷が4Aです。

熱性能
並外れた熱性能を図5に示します。ここでは、デバイスは
並列出力モードで動作しています（単一12VINから単一
1.5VOUT/8A）。相互に結合された両出力は、両方のチャネ
ルが最大負荷（それぞれ4A）で動作すると合計8Aの出力電
流を供給します。熱放散は均一で大きくはなく、良好な熱性
能が得られます。追加の冷却手段が必要なら、デバイスの上
にヒートシンクを追加するか、メタルシャーシを使って熱を逃
がします。

まとめ
LTM4619デュアル出力μModuleレギュレータは、高い効率
と十分な熱放散で、広い入力電圧範囲（4.5V～26.5V）を2
つ以上の4A出力電圧レール（0.8V～5V）に簡単に変換し
ます。単一パッケージのデュアル出力電圧のレギュレーショ
ンにより簡便さと性能が得られるので、LTM4619は複数の
電圧レールを必要とするシステムの設計に簡単に使えます｡
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図5． LTM4619：出力を並列接続したμModuleレギュレータの並外れた熱性能 
（12VINから並列接続した1.5VOUT/8A負荷）

図4． 3.3Vと1.2V出力の図2の回路の 
異なる入力電圧での電力損失


